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（紹介は２ページです）融雪材散布の様子

《北見地区・大正》

特
集ＳＤＧｓって知ってる？

エスディー ジー    ズ



23

玉ねぎの播種
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…
…

　穏やかな年明けから、降雪が少な

い時期が長く続き、土壌凍結も進ん

でいます。その後厳しい寒さと、ま

とまった雪が降った２月中旬、きた

みらい管内で玉ねぎの播種作業が一

斉に始まりました。

　ＪＡきたみらいでは、今年度4,626ヘクタールの作付け

を計画し、26.8万トンの生産量を見込んでいます。

　上常呂地区の穴田さんは２月14日、極早生品種から播

種を開始し15日に伏せ込み作業が行われました。

　播種作業は定植時期に合わせて、極早生品種、早生品

種、中晩生品種の順に３月中旬まで行われる予定です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （辻本　均）

【写真説明】
融雪材をブロードキャスターに投入している様子

　

北
見
地
区
大
正
の
８
戸
の
組
合
員
で
構
成
さ

れ
る
大
正
ク
ロ
ー
ラ
ー
組
合
（
川
添
仙
人
代

表
）
は
、
２
月
25
日
か
ら
ク
ロ
ー
ラ
ー
ト
ラ
ク

タ
ー
を
使
い
融
雪
材
の
散
布
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

同
組
合
で
は
約
３
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
圃
場

に
散
布
を
予
定
し
て
お
り
、
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク

の
融
雪
材
を
手
際
よ
く
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
ー

に
投
入
し
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
30
キ
ロ
か
ら
40

キ
ロ
を
ま
ん
べ
ん
な
く
散
布
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
組
合
の
川
添
代
表
は
「
今
年
は
雪
が
少
な

く
、
昨
年
の
半
分
く
ら
い
し
か
積
も
っ
て
い
な

い
。
昔
は
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
を
使
っ
て
融
雪
材

を
散
布
し
て
い
た
。
機
械
の
ハ
イ
テ
ク
化
が
進

み
、
融
雪
材
散
布
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
立
て
や

す
く
な
っ
た
。
こ
の
ま
ま
順
調
に
作
業
が
進
ん

で
く
れ
る
と
嬉
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
雪
が
少
な
く
作
業
は
順
調
に
進
ん
で

お
り
、
３
月
中
旬
ま
で
行
う
予
定
で
す
。

（
辻
本　

均
）

 左の写真は２月15日、上常呂地区の穴田惣一さんの
育苗ハウスで撮影。上の写真は倉庫での玉ねぎの播
種作業の様子。穴田さんは、今年13.2ヘクタールの玉
ねぎの作付けを予定しています。
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特 集
ＳＤＧｓって知ってる？
エス　  ディー　  ジー      ズ

ＳＤＧｓとは？

ＳＤＧｓ理念

“誰一人取り残さない”

ＳＤＧｓの成り立ちは？

　世界各国で貧富の差やエネルギー問題、気候変動などの問題が多く取り上げられ

ていますが、これは世界が経済成長をするのに資源をふんだんに使いながら拡大し

てきたことで生まれた問題です。このまま続けば、経済成長は100年以内に限界を

迎えるとまで言われています。そこで、国際社会共通の目標として17の目標を立て、

2030年のあるべき姿を目指すための世界規模な運動になります。

ＳＤＧｓと協同組合の関わりは？

ＪＡきたみらいが取り組んでいる活動にＳＤＧｓは何があるの？

◇廃プラ回収◇

　協同組合の精神「一人は万人のために、万人は一人のために」とＳＤＧｓの理念「誰

一人取り残さない」は非常に近い関係にあります。協同組合の原則にある「地域社会

への配慮」は地域社会の持続可能な発展と謳っており、地域コミュニティと一体と

なっている協同組合は、共通の利益を求めて人々が民主的かつ自治的に組織する団体

であり、ＳＤＧｓを実現するための重要なパートナーとして位置づけられています。

2030年までの目標
Sustainable = 持続可能な
Development = 開発
Goals = 目標

　最近、ＳＤＧｓという言葉を耳にすることが多くなってきていると思いま
す。ＳＤＧｓとは何かご存じですか？実は、協同組合と深い関係があり、Ｊ
Ａが取り組んでいる多くの活動にも関連しています。

　上記アイコンは、地球の環境を守り、全ての人が尊厳をもって生きられる社会
と誰もが豊かな暮らしを継続的に営むことができる経済を実現するための17の
目標（ゴール）になります。

　次ページ以降、該当する項目にはＳＤＧｓのアイコンを表示していますので、身近
な活動がＳＤＧｓの達成に繋がっています。気に掛けながら読んでみて下さい。

　農業用廃プラスチックは、回収後、再生
可能なエネルギーに再利用されているため、
ＳＤＧｓの取り組みとなります。

◇食育活動◇

　園児・児童に対する食育活動は食の大切
さを伝え、持続可能な消費と生産を促進し
ているためＳＤＧｓの取り組みとなります。

　「持続可能な開発目標」の略称で、2015年に国連で採択された国際社会の共通

目標です。貧困や飢餓、気候変動といった人類・地球全体が直面する問題を解決し

「持続可能」な世界を実現するために、17の目標を掲げ、2030年までの達成を目

指して世界各国で取り組みが進められています。



M-Taxの
 記帳会開催

～確定申告へ向け急ピッチ～ ～トマトの移植作業始まる～

～ＪＡきたみらいフレッシュミズ南支部～ ～訓子府町畑作専門部～

東地域
上常呂

南地域 南地域
訓子府置戸・訓子

府

西地域
▲会員の皆さんで協力して家畜台帳を作成している様子

 ２月25日、留辺蘂・瑞穂地区の花園

会館にてM-Tax（井上光夫代表）の会

員９人で税申告記帳会を開催しました。

　同組織は、酪農家を主体とした会員

12戸からなり、確定申告へ向けた活動

を１月20日から週１回程度行っています。

　また学習会の簿記ソフトは、ふりー

すらんど農業簿記を使用し、青色決算

書、各台帳の完成に向けて、一人一人

がパソコンを持ち寄り取り組んでいま

した。

　同記帳会も終盤を迎え、一番手間の

かかる家畜台帳や消費税区分の整理を

行い、会員間で確認し合いながら作成

にあたっていました。

　所得税の確定申告の期限は４月16日

となっているので、井上代表は「期限ま

での完成を目指して頑張っています」と

話してくれました。　（臼井　槙吾）

　ＪＡきたみらいフレッシュミズ置戸
支部と訓子府支部は２月６日、訓子府
町公民館で活動報告会と南支部設立報
告会を行い、会員27人が出席しました。
　両支部の活動報告の後、合併初年度
の活動として日帰り研修など令和２年
度の活動計画を決め、支部長に中川美
恵さんを選出しました。
　中川支部長は「合併初年度の支部長
を任命され不安はあるが、会員が参加
して良かったなと思える楽しい行事を
提案していきたい」と、就任挨拶を述
べました。
　報告会後には訓子府町スポーツセン
ターへ移動し、キンボールを行い体を
動かしました。会員からは「汗をかい
てリフレッシュできた！」と声があが
りました。
　同日の歓迎会では会員19人、加入者
１人が参加し、自己紹介をするなど地
区へだてなく交流を深め南支部設立へ
好調なスタートを切ることができまし
た。　　　　　　　　（森谷　弥生）

　上常呂地区では、トマトの移植作業
が順調に始まりました。
　常川の伊藤正一さんのビニールハウ
スでも１月19日にポットに播種したト
マトの苗の移植作業が３月１日から始
まり、家族と近くの農家の応援をもら
い、８人で育苗ハウスから栽培用のハ
ウスに苗を移動する作業を行いました。
　伊藤さんのハウスは16棟合計1,500
坪で６月の移植分と合わせて約15,000
株のトマトを植える計画です。収穫は
５月15日から行い、10月20日を最終収
穫日とする予定です。
　伊藤さんは「お客さんから美味しい
と言ってもらえるトマトを作るため、
天候に負けない土づくりを目指してス
マート農業も取り入れて進めたい」と
意気込みを話してくれました。
　上常呂トマト生産部会は４戸、作付
面積101ａで約85ｔの生産を見込んでい
ます。　　　　　　　　（辻本　均）

▲伊藤さんのハウスで行われているトマトの移植作業

▲キンボールをする会員の皆さん ▲総会の様子

　訓子府町畑作専門部は、２月27日に

ＪＡきたみらい訓子府地区事務所で第

39回通常総会を開催し部員21人が参加

しました。

　例年、総会と併せて１年間各班に分

かれて試験した結果を報告していまし

たが、新型コロナウィルスの影響から

中止し、総会のみの開催となりました。

　冒頭、高城耕一部長が「１年間積み

上げてきた試験成果を報告する場がな

く大変残念ではあるが、１年に１回の

総会となるので活発な意見をお願いし

たい」と挨拶をしました。

　総会では、令和２年度活動計画をは

じめ、来年開催される40周年事業計画

など議案６件を原案通り可決しました。

（大石　友和）

67

赤くみずみずしい
 トマトを届けたい

一年の締めくくり
通常総会開催

留辺蘂

南支部設立へ
好調なスタート
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端野地区・川向

川島　拓磨さん（32歳）

たく ま

今回は青年部東支部理事の川島拓磨さんに登場いただきました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（織田　和訓）　今回はフレッシュミズ東支部の梶浦支部長に登場

いただきました。　　　　　　　　　（森谷　弥生）

置戸地区・幸岡

有馬　清登くん
（３歳８ヶ月）

きよ と

彩良ちゃん
（１歳２ヶ月）

さ　ら

　清登くん、彩良ちゃんは有馬慎吾さん・芳枝さん夫妻のお子さ

んです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森谷　弥生）

▲佐藤さんの次女陽球ちゃんが訓子府スキー場

　で滑っています（2019.2.12撮影）

ひ まり

スキーの楽しさを
伝えたい！
スキーの楽しさを
伝えたい！
スキーの楽しさを
伝えたい！
スキーの楽しさを
伝えたい！

訓子府地区・高園

（44歳）

佐藤　晴生さん

はる お

　子どもがスキー少年団に入ったのがきっかけで自

分も本格的に始めました。少年団の指導員が同級生

だったこともあり、指導員を目指し一緒に滑ろうと

進められ今日に至っています。

　子どもや仲間とサホロリゾート・比布・富良野に

行ってみんなで滑るのが楽しいです。

　スキー指導員は、４年前に合格しました。試験前

は毎日３時間ほど練習し、皆さんからの温かい指導

を受け、何とか一回目で合格できました。今後参加

者を募り、２泊３日でニセコへ滑りに行きたいです

ね。また、子どもは指導すると上達も早いので、一

緒に滑る時間が楽しいです。スキー人口も減ってき

ていますが、是非経験者も含め楽しいスキーを始め

ませんか！

（辻本　均）

◆出身、結婚に至るまでは？
　出身は大空町女満別ですが、美幌町で育ちま
した。高校卒業後は現在閉校していますが、美
唄市の短期大学へ進学しました。主人とは高校
の同級生で、学校祭で一緒に作業する機会があ
り数カ月後にお付き合いが始まりました。なの
で、短大時代は遠距離恋愛をしていました！
　卒業と同時に結婚し、５カ月後には第１子を
出産。現在は４人の子宝に恵まれ、仕事と子育
て、家事の両立は大変ですが充実した毎日を
送っています☆
♦自己ＰＲ
　カップケーキなどお菓子を作ることが好きで
す！ですが今は忙しくなかなか作れていないの
で、仕事や子育てが落ち着いたら再開したいと
思っています。
　周りの方からは「しっかり者」と思われがち
ですが、全然そんなことはありません！自分で
はダメダメだと思っています…（笑）また、静
かに見られることも多いのですが、楽しいこと
が好きなので活動でお会いした際には気軽に声
をかけて下さいね。
◆フレミズ活動のここが良い！
　フレミズの学習会では、農業に関わる内容が
多くとても勉強になりますし、研修会では料理
講習や物作りなど普段なかなかできない事でも
フレミズ活動では挑戦するきっかけができます。
　また境遇が同じ仲間と会話することで気晴ら
しになり、参加してよかったな♬と思えること
がフレミズ活動の素晴らしいところだと私は思
います。
♦今後の抱負！
　令和２年度から支部再編に伴い、３支部体制
となります。支部長は次年度の本部三役へあが
ることとなりますが、他の役員さんや会員の皆
さんと協力し、魅力ある楽しい活動づくりをし
たいと思いますので宜しくお願いします！

　「‘3 支部編成’役員と  　　
　　　  会員が協力！」

北見地区・常川

梶浦　　唯さん（33歳）

ゆい

　有馬家を訪れると、清登くんが「お片付け～！」と言いな
がらおもちゃを並べてお出迎えしてくれました。
　妹の彩良ちゃんにとても優しいお兄ちゃんは、取材中も彩
良ちゃんのサポート役に徹していました。普段はケンカもす
るようですが、最近は妹や自分より小さい子に優しくした
り、我慢ができるお兄ちゃんへデビューしました☆
　一方、彩良ちゃんは食べたいものを伝えることができるよ
うになったり、初めて口にしたシフォンケーキが気に入った
ようで「ウマイ！」とウマイデビューをしたようです☆
　普段の２人はお外が大好きで、雪遊びをしたり活発です
が、時には清登くんが絵本を読み聞かせる場面もあるようで
す。さすがお兄ちゃん！！
　また数字を覚え始めた清登くんは、「100まで数える～！」
とパパとお風呂に入るようですが…親子でのぼせてしまうと
いうほっこりエピソードもいただけました♬
　やんちゃで体を動かすことが大好きな清登くんと、お兄
ちゃんに鍛えられてたくましい彩良ちゃんへ「元気に成長し
思いやりのある優しい子になってほしい」とお母さんの芳枝
さんが話してくれました。

　農業への思い

●就農したきっかけ
　　小さい頃から機械を動かすことに興味があり、建設関係の

　仕事をしていましたが、実家が農家ということもあり、農家

　でも機械を使う仕事が多いし、何より家業を絶やしてはいけ

　ないという思いが強くなり就農を決意しました。

●農業の魅力とは
　　毎年気候が異なり、思うように仕事ができないこともあり

　ますが、自分の畑の収穫が終わった時の達成感は、他の仕事

　では味わえない農業の魅力だと思います。

●将来の農業について
　　スマート農業に期待しています。一戸当たりの経営面積が

　増加する一方で労働力というのは確実に減少すると思います。

　徐々に自動操舵システムなどを導入していきたいと思ってい

　ます。

●青年部活動への抱負
　　より多くの部員が気軽に参加できる青年部活動を目指して

　いきたいです。

有馬家は毎日がデビュー戦！！
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地
域
で
結
束
、幅
広
い
交
流
へ

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
・
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

第
16
回
通
常
総
代
会
終
え
る

青
年
部
農
業
Ｐ
Ｒ
を
軸
に
活
動
実
施

　

青
年
部
・
女
性
部
・
フ
レ

ッ
シ
ュ
ミ
ズ
で
は
地
域
で
の

組
織
再
編
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

新
た
な
仲
間
と
の
活
動
に

取
り
組
み
、
組
織
の
つ
な
が

り
を
強
め
る
後
継
者
・
担
い

手
三
組
織
を
報
告
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
は
２
月
７

日
、
北
見
農
業
会
館
で
第
16
回
通
常
総
代

会
を
開
き
、
代
議
員
45
人
（
本
人
出
席
42

人
、
委
任
状
出
席
３
人
）
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

開
会
挨
拶
で
石
原
正
啓
部
長
は
「
令
和

元
年
度
は
大
き
な
災
害
も
な
く
、
令
和
の

初
め
の
年
と
し
て
は
と
て
も
よ
い
ス
タ
ー

ト
が
切
れ
た
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
昨
年

度
は
農
作
業
事
故
も
多
く
あ
り
ま
し
た
の

で
、
注
意
を
呼
び
掛
け
て
欲
し
い
で
す
」

と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
の
齊
藤
常
務
は
「
青
年
部
の
皆
様

に
は
こ
れ
か
ら
の
農
協
を
引
っ
張
っ
て
も

ら
い
た
い
。
ま
た
青
年
部
事
業
で
行
わ
れ

て
い
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
他
業
種

交
流
で
の
成
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
活
動
計
画
に
お
い
て
は
、

他
業
種
・
他
機
関
と
の
交
流
や
農
業
Ｐ
Ｒ

事
業
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
部
長
に
選
出
さ
れ
た
有
馬
慎
吾
さ
ん

は
「
令
和
２
年
度
で
は
、
農
業
Ｐ
Ｒ
事
業

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
み
、
多
く
の
青
年
部
員
に
参
加
し

て
も
ら
え
る
事
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

▲青年組織綱領を朗唱する代議員の皆さん

▲令和元年度の役員
　（起立者左より　有馬監事・坂下監事・上杉理事・
　　　　　　　　  萩原理事・貝沼理事）
　（着席者左より　鏡副部長・石原部長・斉藤副部長）

▶開会の挨
　拶を行う
　石原部長

◀激励を込
　めて祝辞
　を述べる
　齊藤常務

新
役
員
体
制

○
部　
　

長　

有
馬　

慎
吾
（
南
）

○
副

部

長　

坂
下　

祐
太
（
西
）

　
　

  

〃　
　

  

上
杉　

勇
二
（
南
）

○
代
表
監
事　

鏡　
　

浩
二
（
南
）

○
監　
　

事　

貝
沼　

隼
人
（
東
支
部
長
）

○
理　
　

事　

遠
藤　

泰
斗
（
南
支
部
長
）　
　

　
　

  

〃　
　

  

長
尾　

竜
機
（
西
支
部
長
）

　
　

  

〃　
　

  

鉄
地
河
原　

進
（
東
副
支
部
長
）

　
　

  

〃　
　

  

濱
田　

和
晃
（
南
副
支
部
長
）

新
役
員
体
制

○
部　
　

長　
　

細
川
美
重
子（
訓
子
府
）

○
副

部

長
　

  

中
澤
ひ
さ
子（
置　

戸
）

　

  　

〃　

  　
　

小
野　

里
美（
北　

見
）

○
理
事
・
監
事    

牧
野　

千
代（
西
支
部
長
）

　

  　

〃　

  　
　

齊
藤
さ
お
り
（
置
戸
支
部
長
）

　

  　

〃　

  　
　

南　

ま
ゆ
み
（
訓
子
府
支
部
長
）

　

  　

〃　

  　
　

草
場　

佳
子
（
上
常
呂
支
部
長
）

　

  　

〃　

  　
　

信
田
佐
和
子
（
北
見
支
部
長
）

　

  　

〃　

  　
　

古
屋　

君
江
（
端
野
支
部
長
）

※

理
事
・
監
事
に
つ
い
て
は
、第
一
回
役
員
会
に
て
互
選
。

▲就任挨拶を行う有馬部長、坂下副部長、上杉副部長
　（左から）

女
性
部
魅
力
あ
る
組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
は
２
月
17
日

に
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
第
16
回
通
常
総
代

会
を
開
き
、
代
議
員
39
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
開
会
挨
拶
で
河
野
由
美
子
部
長
は

「
活
動
に
は
多
く
の
部
員
に
参
加
し
て
頂

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
幅
広
い
年
代
層

の
方
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
工

夫
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
一
年
間
の
感

謝
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

新
年
度
事
業
で
は
、
部
員
交
流
視
察
研

修
の
実
施
や
、
三
組
織
合
同
事
業
の
実
施
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
女
性
協
議
会
研
修
へ
の
積
極

的
参
加
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
２
年
度
も
引
き
続
き
、
女
性
部
・
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
兼
部
者
に
つ
い
て
、
女
性

部
本
部
会
費
を
免
除
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
新
部
長
に
細
川
美
重

子
さ
ん
（
訓
子
府
支
部
）
、
新
副
部
長
に

中
澤
ひ
さ
子
さ
ん
（
置
戸
支
部
）
と
小
野

里
美
さ
ん
（
北
見
支
部
）
を
選
出
し
ま
し

た
。
新
部
長
の
細
川
さ
ん
は
就
任
挨
拶
で

「
役
員
・
部
員
が
一
丸
と
な
り
、
よ
り
魅

力
あ
る
活
動
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

▲開会の挨拶をする
　河野由美子部長

▲左から、細川部長、小野副部長、中澤副部長

新
役
員
体
制

○
会　
　

長　
　

森　
　
　

梓
（  

南  

）

○
副

会

長
　

  

山
本　

理
恵
（  

西  

）

　

  　

〃　

  　
　

安
斉　

里
実
（  

東  

）

○
理
事
・
監
事　

福
田
由
佳
理（
西
支
部
長
）　

　

  　

〃　

  　
　

中
川　

美
恵（
南
支
部
長
）

　

  　

〃　

  　
　

梶
浦　
　

唯（
東
支
部
長
）

※

理
事
・
監
事
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
役
員
会
に
て
互
選
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

新
た
な
組
織
体
制
で
取
り
組
む

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は

２
月
18
日
に
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
第
16
回

通
常
総
代
会
を
開
き
、
代
議
員
19
人
（
本

人
出
席
18
人
、
委
任
状
出
席
１
人
）
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

仲
山
美
知
会
長
は
開
会
挨
拶
で
「
国
内

農
業
視
察
研
修
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
会
員
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
と
て
も
実
り
あ
る
１
年
と
な

り
ま
し
た
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
年
度
事
業
と
し
て
会
員
交
流
研
修

会
・
日
帰
り
研
修
、
そ
し
て
三
組
織
合
同

事
業
の
実
施
が
提
案
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
新
会
長
に
森
梓
さ
ん

（
南
支
部
）、
新
副
会
長
に
は
山
本
理
恵
さ

ん
（
西
支
部
）、安
斉
里
実
さ
ん
（
東
支
部
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
新
会
長
の
森
さ
ん

は
就
任
挨
拶
で
「
今
年
度
か
ら
南
支
部
が

設
立
さ
れ
３
支
部
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
意
見
を
大
切
に
し
今
ま
で
以

上
に
交
流
を
深
め
、
参
加
し
や
す
い
楽
し

い
組
織
作
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

▲開会の挨拶をする
　仲山美知会長

▲左から、森会長、山本副会長、安斉副会長
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き
た
み
ら
い
玉
葱
振
興
会
は
２
月
21

日
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
第
18
回
通
常
総

会
を
開
き
、
代
議
員
59
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

開
会
挨
拶
で
飯
田
裕
之
会
長
が
「
一
大

産
地
と
し
て
収
量
も
大
事
で
あ
る
が
、
販

売
環
境
が
苦
し
い
中
に
お
い
て
品
質
の
向

上
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
。
時
代
の
流
れ

は
刻
一
刻
と
変
化
し
て
お
り
、
消
費
者
に

求
め
ら
れ
る
玉
ね
ぎ
を
生
産
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
、
今
後
と
も
振
興
会
に
対
す
る

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま

新
役
員
体
制（
令
和
２
年
度
～
３
年
度
）

○
会　
　

長　
　

加
藤　

英
樹（
北　

見
）

○
副  

会  

長　
　

今
野　

雅
祐（
訓
子
府
）

　

      

〃　
　
　

  

北
川　

裕
一（
端　

野
）

○
監　
　

事　
　

矢
萩　

大
寛（
上
常
呂
）

          

〃　
　
　

  

中
澤
光
太
郎（
置　

戸
）

○
理　
　

事　
　

飯
田　

和
浩（
西
地
域
）　
　

          
〃　
　
　

  

真
田　

    

肇（　

〃　

）

          

〃　
　
　

  

大
邑　

和
治（　

〃　

）

          

〃　
　
　

  
森
谷　

弘
二（
置　

戸
）

          

〃　
　
　

  
雅
楽
川
英
行（
訓
子
府
）

          

〃　
　
　

  

前
田　

一
真（　

〃　

）

          

〃　
　
　

  

西
内　

    
光（
上
常
呂
）

          

〃　
　
　

  

西
島　

    
剛（
北　

見
）

          

〃　
　
　

  

山
内　

秀
之（
端　

野
）

          

〃　
　
　

  

桜
井　

慎
一（　

〃　

）
※

玉
葱
青
年
部
選
出
役
員
に
つ
い
て
は
、

　

青
年
部
の
総
会
で
選
任

玉
葱
振
興
会

　

き
た
み
ら
い
馬
鈴
薯
振
興
会
は
２
月
19

日
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
第
18
回
通
常
総

会
を
開
き
、
代
議
員
34
人
が
出
席
し
ま
し

馬
鈴
薯
振
興
会

▲玉葱振興会通常総会の様子▲麦作振興会通常総会の様子

▲豆類振興会通常総会の様子

た
。

　

開
会
挨
拶
で
佐
藤
茂
樹
会
長
が
「
平
成

か
ら
令
和
に
元
号
が
変
わ
り
変
革
の
年
を

迎
え
、
き
た
み
ら
い
馬
鈴
し
ょ
の
生
産
基

盤
が
新
た
な
る
時
代
に
向
か
っ
て
い
る
。

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
き
た

み
ら
い
馬
鈴
し
ょ
の
ブ
ラ
ン
ド
強
化
に
努

め
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
な

ど
議
案
５
件
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し

た
。
役
員
改
選
で
は
石
村
博
樹
さ
ん
が
会

長
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
。

　

議
事
で
は
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
な

ど
議
案
５
件
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し

た
。
役
員
改
選
で
は
加
藤
英
樹
さ
ん
が
会

長
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
体
制（
令
和
２
年
度
～
３
年
度
）

○
会　
　

長　
　

田
中　
　

勇（
端　

野
）

○
副  

会  

長　
　

渡
部　
　

剛（
上
常
呂
）

          

〃　
　
　

  

西
原　

勇
一（
訓
子
府
）

○
監　
　

事　
　

福
田　

保
志（
北　

見
）

          

〃　
　
　

  

星
加　

幸
司（
相　

内
）

○
理　
　

事　
　

山
崎　

清
二（
温
根
湯
）

          

〃　
　
　

  

岩
橋　

幸
一（　

〃　

）

          

〃　
　
　

  

茂
住　

修
二（
留
辺
蘂
）

          

〃　
　
　

  

坂
下　
　

忠（　

〃　

）

          

〃　
　
　

  

渡
部　

優
也（
置　

戸
）

          

〃　
　
　

  

井
上　

一
味（　

〃　

）

          

〃　
　
　

  

山
本　

拓
志（
訓
子
府
）

          

〃　
　
　

  

伊
藤　
　

薫（
相　

内
）

          

〃　
　
　

  

角
田　

大
造（
上
常
呂
）

          

〃　
　
　

  

岡
見　

博
文（
北　

見
）

          

〃　
　
　

  

間
村　

辰
彦（
端　

野
）

新
役
員
体
制（
令
和
２
年
度
～
３
年
度
）

○
会　
　

長　
　

石
村　

博
樹（
置　

戸
）

○
副  

会  

長　
　

加
藤　

貴
善（
端　

野
）

　
　

  

〃　
　
　

  

黒
河　
　

潤（
訓
子
府
）

○
監　
　

事　
　

黒
須　

友
和（
北　

見
）

　
　

  

〃　
　
　

  

井
下　
　

徹（
西
地
区
）

○
理　
　

事　
　

斉
藤　

英
明（
西
地
区
）

　
　

  

〃　
　
　

  

伊
東　

憲
一（
置　

戸
）

　
　

  

〃　
　
　

  

佐
藤　

浩
基（
訓
子
府
）

　
　

  

〃　
　
　

  

小
坂　

浩
司（　

〃　

）

　
　

  

〃　
　
　

  

酒
井　

秀
徳（
上
常
呂
）

　
　

  
〃　
　
　

  

景
政　

大
雄（　

〃　

）

　
　

  
〃　
　
　

  

斎
藤　

宏
幸（
北　

見
）

　
　

  

〃　
　
　

  

重
富　

勝
敏（
端　

野
）

　
　

  

〃　
　
　

  
谷
川　

純
一（　

〃　

）

　

き
た
み
ら
い
麦
作
振
興
会
は
２
月
18

日
、
端
野
地
区
事
務
所
で
第
18
回
通
常
総

会
を
開
き
、
代
議
員
や
来
賓
な
ど
約
50
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
で
は
「
秋
小
麦
、
春
小
麦
と

も
に
播
種
時
期
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
作
業

が
順
調
に
進
ん
だ
。
５
月
下
旬
か
ら
６
月

上
旬
に
か
け
て
高
温
で
推
移
し
た
こ
と
か

ら
生
育
が
早
ま
り
、
前
年
よ
り
も
早
く
収

穫
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
大
き
な

気
象
変
動
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、

平
年
を
大
き
く
上
回
る
過
去
最
高
の
収
量

と
な
っ
た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
な

ど
議
案
４
件
と
報
告
事
項
１
件
を
原
案
通

り
可
決
し
ま
し
た
。
役
員
改
選
で
は
田
中

勇
さ
ん
が
会
長
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

麦
作
振
興
会

▲就任挨拶をする石村会長▲挨拶をする荒会長

　

き
た
み
ら
い
豆
類
振
興
会
は
２
月
20
日
、

セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
第
18
回
通
常
総
会
を

開
き
、
代
議
員
や
来
賓
な
ど
約
30
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

豆
類
振
興
会

新
役
員
体
制（
令
和
２
年
度
～
３
年
度
）

○
会　
　

長　
　

石
川　
　

修（
訓
子
府
）

○
副  

会  

長　
　

山
梨　

健
司（
温
根
湯
）

          

〃　
　
　

  

岡
野　

拓
弥（
端　

野
）

○
監　
　

事　
　

田
中　

裕
明（
上
常
呂
）

          

〃　
　
　

  

篠
木
雄
一
郎（
置　

戸
）

○
理　
　

事　
　

武
田　
　

透（
留
辺
蘂
）

          

〃　
　
　

  

北
口　

裕
生（
相　

内
）

          

〃　
　
　

  

中
嶋　
　

賢（
北　

見
）

　

事
業
報
告
で
は
「
高
級
菜
豆
は
7
月
下

旬
の
高
温
に
よ
り
落
花
が
多
く
、
莢
付
き

の
減
少
や
百
粒
重
が
軽
か
っ
た
こ
と
で
収

穫
量
が
減
少
し
次
年
度
に
課
題
を
残
し
た

が
、
大
豆
は
播
種
作
業
や
収
穫
作
業
が
順

調
に
進
み
過
去
最
高
の
収
量
と
な
っ
た
。

小
豆
は
天
候
に
恵
ま
れ
生
育
は
良
好
に
推

移
し
、
平
年
作
以
上
の
収
量
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
、
全
道
的
な
品
不
足
の
影
響

か
ら
価
格
は
高
水
準
で
推
移
し
た
」
と
報

告
し
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
な

ど
議
案
４
件
と
報
告
事
項
１
件
を
原
案
通

り
可
決
し
ま
し
た
。
役
員
改
選
で
は
石
川

修
さ
ん
が
会
長
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
生
産
組
織
通
常
総
会
執
り
行
う

〜
次
年
度
に
向
け
新
体
制
へ
〜

　

２
月
18
日
、
訓
子
府
地
区
事
務
所
で
き

た
み
ら
い
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
協
議
会
設

立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
者
の

減
少
に
よ
る
農
地
流
動
化
や
労
働
力
不
足

へ
の
対
応
、
各
種
作
物
の
生
産
性
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
近
年
高
ま
り
を
み
せ
て

い
る
先
端
技
術
で
あ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技

術
に
よ
り
問
題
解
決
を
図
り
、
そ
の
技
術

を
き
た
み
ら
い
一
円
へ
普
及
啓
蒙
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
会
員
２
３
２
人
で
設
立
し

ま
し
た
。
協
議
会
設
立
に
あ
た
り
、
設
立

準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
９
人
の
委
員

の
も
と
設
立
ま
で
の
準
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
設
立
準
備
委
員
会
の

荒
喜
文
委
員
長
が
「
会
員
間
で
の
積
極
的

な
情
報
交
換
な
ど
交
流
を
図
っ
て
頂
き
、

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
高
位
平
準
化
を
図

り
、
最
終
的
に
は
地
域
へ
の
普
及
活
動
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
積
極
的
な
協
議

会
運
営
の
参
加
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
齊
藤
和
雄
常
務
は
「
農
業
人
口

が
減
る
中
で
１
戸
あ
た
り
の
面
積
は
拡
大

し
て
い
く
。
労
働
力
不
足
の
解
消
に
向
け

て
、
こ
の
よ
う
な
先
端
技
術
の
普
及
は
不

可
欠
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
を
有
効
に

活
用
し
て
、
生
産
性
の
向
上
を
図
り
生
産

基基
盤
を
維
持
し
て
頂
き
た
い
」
と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
会
員
75
人
が
出
席
し
、
規
約

や
役
員
の
選
出
、
事
業
計
画
な
ど
を
決
議

し
ま
し
た
。
初
代
会
長
に
は
留
辺
蘂
地
区

の
荒
喜
文
さ
ん
を
選
任
し
、
当
面
の
活
動

と
し
て
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
基
礎
講
座

や
講
習
会
を
は
じ
め
、
自
動
操
舵
ト
ラ
ク

タ
ー
の
実
演
会
や
講
習
会
な
ど
を
行
う
予

定
で
す
。

先
端
技
術
の
積
極
的
な
活
用
に
向
け

先
端
技
術
の
積
極
的
な
活
用
に
向
け

〜
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
協
議
会
設
立
総
会
の
開
催
〜
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Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
か
ら
67
人
が
参
加

第
26
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
部
大
会
・
家
の
光
大
会

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
協
議
会
は
２
月

４
日
、
５
日
の
両
日
、
網
走
湖
荘
に
て

「
第
26
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
部
大

会
・
家
の
光
大
会
」
を
開
催
し
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
管
内
14
Ｊ
Ａ
か
ら
３
０
０
人
を
超
え

る
女
性
部
員
や
関
係
者
が
参
加
。
当
Ｊ
Ａ

女
性
部
か
ら
は
67
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
黒
須
倫
子
会
長
（
Ｊ

Ａ
き
た
み
ら
い
）
は
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
仲

間
と
研
修
を
楽
し
み
な
が
ら
親
睦
を
深
め

ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。
続
い
て
来
賓
の
オ

ホ
ー
ツ
ク
農
協
青
年
部
協
議
会
の
桑
名
達

也
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
冬
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ

リ
ス
ト
狩
野
亮
氏
の
母
・
狩
野
照
美
氏
よ

り
「
25
年
間
の
時
を
経
て
～
多
く
の
出
会

い
に
育
て
ら
れ
て
～
」
と
題
し
て
自
身
の

子
育
て
や
母
と
し
て
の
考
え
に
つ
い
て
述

べ
ま
し
た
。

　

組
織
活
動
体
験
発
表
で
は
、
当
Ｊ
Ａ
の

河
野
由
美
子
部
長
が
魅
力
的
な
組
織
づ
く

り
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

夜
に
は
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
て
懇
親

会
が
行
わ
れ
、
食
事
や
会
話
を
楽
し
み
ま

し
た
。
懇
親
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
発
表

で
は
、
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
端
野
支
部
が

出
演
し
ま
し
た
。
山
本
リ
ン
ダ
さ
ん
の

「
ど
う
に
も
と
ま
ら
な
い
」
に
合
わ
せ
て

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
を
披
露
。
華
や
か
な
衣
装

で
迫
力
の
あ
る
ダ
ン
ス
を
み
せ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
た
く
さ
ん
の
手
拍
子
や
歓
声
、

お
菓
子
な
ど
た
く
さ
ん
の
お
ひ
ね
り
を
い

た
だ
き
、
会
場
が
一
つ
に
な
っ
て
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

研
修
２
日
目
に
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ

女
性
協
役
員
や
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
網
走
女

性
部
が
講
師
と
な
り
「
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ

の
カ
ゴ
作
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
各
Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
出
品

さ
れ
た
作
品
展
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
は
趣
向
を
凝
ら
し
た

７
点
が
出
品
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
訓
子
府

支
部
の
花
壇
の
写
真
「
繋
が
る
仲
間
の

輪
」
が
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー
部
門
の
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▲講演を行った
　狩野照美氏

▲組織活動体験発表を行う
　当ＪＡ河野由美子部長

▲開会挨拶をするオホ
　ーツク女性協議会の
　黒須倫子会長

▲アトラクションを披露する端野支部の皆さん

▲黒須会長より表彰される
　訓子府支部の細川支部長

▲優秀賞を受賞した訓子府支部の作品 ▲クラフトテープのカゴ作りを行う女性部員
　の皆さん

学
校
給
食
に

 

玉
ね
ぎ
、馬
鈴
し
ょ
、津
軽
り
ん
ご
を
贈
る

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
は
２
月
６
日
、
北
見

市
と
訓
子
府
町
、
置
戸
町
に
玉
ね
ぎ
４
，

０
０
０
kg
と
馬
鈴
し
ょ
”ス

ノ
ー
マ
ー
チ 

“

２
，
０
０
０
kg
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
Ｊ
Ａ
み
ら
い
サ
ミ
ッ
ト
」
に

参
加
し
た
こ
と
で
縁
の
あ
る
、
青
森
県
平

川
市
の
Ｊ
Ａ
津
軽
み
ら
い
よ
り
、
り
ん
ご

８
，
０
９
６
玉
も
小
学
校
や
保
育
園
の
子

ど
も
た
ち
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
大
坪
広
則
専
務
は
「
昨
年
は
ほ

と
ん
ど
の
作
物
が
豊
作
と
な
り
、
今
年
も

無
事
に
お
い
し
い
玉
ね
ぎ
と
ス
ノ
ー
マ
ー

チ
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
子
ど
も
た

ち
に
地
元
の
野
菜
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」

と
伝
え
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
津
軽
み
ら
い
の
村
上
代
表
理
事
常

務
も
「
昨
年
は
台
風
や
干
ば
つ
の
影
響
に

よ
り
小
玉
傾
向
で
苦
労
し
た
が
、
食
味
は

問
題
な
く
お
い
し
い
り
ん
ご
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
り
ん
ご

を
た
く
さ
ん
食
べ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

合
わ
せ
て
北
見
地
区
農
業
振
興

連
絡
協
議
会
（
北
見
市
、
訓
子
府

町
、
置
戸
町
、
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
）

が
今
年
作
製
し
た
食
育
教
材
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
野
菜
の
イ
ラ
ス
ト

が
入
っ
た
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
。
食
材
は

２
月
の
給
食
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

①

②

③

【写真の説明】

①北見市での贈呈式～浅野目副市長（中央）に目録を渡す村上代表理事常務（右から２人目）、大坪専務（左から３人目）

②訓子府町での贈呈式～森谷副町長（中央）に目録を渡す村上代表理事常務（右から２人目）、大坪専務（左から３人目）

③置戸町での贈呈式～和田副町長（中央）に目録を渡す村上代表理事常務（右から２人目）、大坪専務（左から２人目）

▲子どもたちに配られたパンフレットとポケットティッシュ
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新年度に向け新たな気持ちで
～共済・信用事業合同進発式を開催～

　２月10日と12日から14日までの４日間、８会場
においてＪＡ地区別懇談会が行われ、組合員と家
族のみなさん383人が出席しました。
　地域運営委員長の進行により、令和２年度の事
業基本方針や部門別経営計画などを説明した後、
出席した女性部やフレッシュミズ、青年部からも
数多くの活発な意見と質問を頂きました。
　なお、懇談会で出された意見・要望などについ
ては後日「Ｑ＆Ａ」にてお知らせ致します。

　毎年約80件発生し続けている農作業事故を減少させるため、当ＪＡでは令和元年度より農作業
事故「ゼロ」運動に取り組んでいます。今回農作業事故「ゼロ」運動の一環として、組合員の方
の安全意識の向上や効果的な推進を図るために標語コンクールを実施していましたが、この度受
賞作品が決定しました。

　受賞者には、賞状と商品券が贈呈され、第17回通常総代会で最優秀賞・優秀賞受賞者の表彰を
行います。
　また、最優秀作品はポスター、優秀作品はシールとして組合員全戸へ配布致します。自宅や倉
庫、トラクター内などに掲示をして安全意識の向上や事故防止に向けてご活用ください。

～作品のポイント～
　きたみらい全体に作業の安全を促しつつ、１人１人が気を付けることによって各家庭のみらい
を事故なく安全に築いていこう！という「みらい」言葉を使い、簡潔に表しました。

応募期間：令和元年11月８日～12月26日
選考基準：農作業安全を意識できる内容になっているか
　　　　　①「農作業事故」への注意喚起　②「農作業安全」への意識向上
応募人数38名、標語数57作品から選出しました（規定文字数30字を超えた作品も含む）

【最優秀賞】
　「安全に　作業してこそ　きたみらい　安全に　作業するから　我がみらい」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小山田　英樹（訓子府）

【佳作特別賞】
　「作業事故　尊い命　スペアなし」　　　　　　　　　　森下　智崇（訓子府）

【佳作賞】
　「あと少し　焦る気持ちが　事故を生む」　　　　　　　荻野　清彦（北　見）
　「いのちより　だいじなものなど　あるものか」　　　　黒河　幸恵（訓子府）
　「おいしいね！たのしいね！　安全作業で豊かな実り」　安　まりこ（置　戸）

～作品のポイント～
　息子がピッカーやタッパー作業の時いいます。機械のゴミ取りなどしている時もすぐやめられます。

【優秀賞】
　「動くよ～　その一声で　作業開始！」　　　　　　須河　孝子（訓子府）

農作業事故「ゼロ」運動 標語コンクールの受賞作品が決定！農作業事故「ゼロ」運動 標語コンクールの受賞作品が決定！

温根湯

留辺蘂

置　戸

訓子府

相　内

上常呂

北　見

端　野

合　計

64

33

81

271

71

99

156

182

957

28

21

52

81

38

39

52

72

383

22

20

37

76

31

36

48

67

337

34.4％

60.6％

45.7％

28.0％

43.7％

36.4％

30.8％

36.8％

35.2％

地
区
毎
の
出
席
状
況

地区名 組合員戸数 出席人数 出席戸数 出席率

冬期地区別懇談会終える
８会場に383人出席

▲52人が出席して行われた北見地区懇談会

　２月13日に道内のＪＡやホクレンで組織する北海

道産青果物拡販宣伝協議会の食育活動である「Ｇｒ

ｅｅｎベジフル教室」を徳島県の小学校１校で行い

ました。この取り組みは毎年、消費地の児童に対し

生産者らが直接、野菜の魅力や素晴らしさを伝える

場として開いています。

　今回、きたみらい玉葱振興会の飯田裕之会長ら６

人が徳島市の城東小学校を訪れ、５年生62人に対

し、玉ねぎの歴史や栽培方法などを説明しました。

　国産の約６割が北海道で生産されていることや玉

ねぎが育っている様子などに驚きの声が上がってい

ました。品種の違いを確認するため、半分にカット

された黄玉ねぎと赤玉ねぎとペコロスそれぞれを手

に取り観察し、食べ比べでは、加熱する時間を長く

すれば甘みが増すことを体験しました。

　飯田会長は児童らに「農家は安全で安心な玉ねぎ

を消費者に提供するために農家同士で情報を共有し

ながら良い作物の生産に励んでいる。みんなも農家

が一つ一つ大切に育てた野菜を好き嫌いせずたくさ

ん食べてほしい」とメッセージを送りました。

　２月14日、共済・信用事業の新年度事業を推進する合同の
進発式が北見市のホテルベルクラシックで開催されました。
この進発式は目標達成記念と新年度の目標必達を誓い、昨年
に引き続き２回目の開催となり、共済連・信連北見支所職員
も参加し、総勢約100人の進発式となりました。
　開催にあたりＪＡの大坪広則専務は、「共済・信用事業を
取り巻く環境は依然として厳しく、地域のニーズにあった選
ばれる金融店舗を目指し、目標達成に向け邁進してほしい」
と挨拶をしました。
　その後、ＬＡ、スマイルサポーター、貯金窓口、融資担当
者が決意表明を読み上げ、融資代表の加藤正人職員は、「利
用者満足度の向上と顧客基盤のよりいっそうの強化をはか
り、地域の目線に立った相談窓口として組合員をはじめ地域
住民との深い絆づくりに努めます」と述べました。
　がんばろう三唱では、訓子府支店の中島健介職員が「再び
目標達成に向け邁進し、来年もまたみんなでこの場所で会お
う」と力強く誓いました。

玉ねぎの魅力を児童へ伝える

▲がんばろう三唱をする中島職員

▲玉ねぎの違いを伝える飯田会長

▲栽培過程の説明をする飯田会長
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春 号
第 13 号

事 務 所 8:40～17:00

センター・地区事務所

平　日

8:40～12:00※

土曜日 日曜日 祝祭日

営　業　時　間

休み 休み
金融窓口

北 見

温 根 湯

端 野

置 戸

生産資材拠点センター

9:00～15:00 休み

（ＡＴＭ） 9:00～18:00 9:00～14:00

共済窓口業務 9:00～15:00 休み

※事務所は第２・第４土曜日休業

資　材　店　舗

8:40～17:00

8:40～12:00

8:40～12:00※

8:40～12:00

休み
休み

　休み※

※置戸店舗は第２・第４土曜日休業
※生産資材拠点センターは4/21～9/30まで次のとおり

（日）8:40～12:00、ゴールデンウィークは別途対応

各給油所

給　油　所
8:00～19:00 8:00～19:00 8:00～18:008:00～18:00※

※温根湯・留辺蘂・上常呂給油所は日曜日休業

8:40～17:00 8:40～12:00 休み休み
訓 子 府

端 野

整　備　工　場

営業時間の変更のお知らせ
令和２年４月１日（水）～10月31日（土）

第１回 理事会報告
　２月20日、午前９時30分より第１回定例理事会が開催さ
れ、報告事項10件、決議事項10件が協議され、原案通り承
認されました。
　
【報告事項】
①令和元年度内部監査業務活動報告について
②組合員状況報告について
③令和元年度資産査定結果について
④地区別懇談会の実施報告について
⑤令和２年度理事に対するクミカン貸越極度額の設定に係
　る報告について
⑥反社会的勢力等との取引排除にかかる対応状況について
⑦疑わしい取引の届出状況について
⑧令和２年度信用評価基準による階層区分の設定及び指導
　区分の変更並びに対策農家選定について
⑨Ｒ元年産共計玉ねぎ・馬鈴しょの選果販売状況について
⑩理事からの販売品買取に係る報告について
　
【決議事項】
①出資減口について
②固定資産の取得について
③令和２年度借入金の最高限度について
④コンプライアンス・マニュアルの改訂について
⑤令和２年度コンプライアンス・プログラムの制定について
⑥令和２年度余裕金の運用について
⑦農作業事故「ゼロ」運動 標語コンクールの受賞作品（案）に 
　ついて
⑧令和元年産農産物取引に伴う理事との買取品に係る取扱
　基準の設定について
⑨令和元年度事業報告（含む事業報告附属書）及び計算書
　類（剰余金処分案を除く）について
⑩令和元年度剰余金処分（案）について



　　　の所、雪が少なく暖かい

　　　ですが、夏も含め今後の

ことが心配です。

　雪は平年より少なく、暖かい気候

が続いています。

　今後の天気の変化には気をつけましょう。

（置戸地区　石村　京子さん）

2021

Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

２月号まちがいさがしの当選者

応 募 方 法

　２月号のまちがいさがしの答えは「1、5、6、11、12」で
した。正解者43名の中から抽選の結果、当選者は次の
方 で々す。

　以上の方々には、ＪＡきたみらいの「玉ねぎと牛すじの

カレー」２箱をプレゼント致します。

（　　　）内は地区名

・戸田富美子さま（北　見）・吉田　秀子さま（上常呂）
・井上　貴翔さま（端　野）・川島　由愛さま（端　野）
・坂下　萌彩さま（留辺蘂）・大武　　麦さま（相　内）
・長尾ひとみさま（温根湯）・中川　優月さま（置　戸）
・河合　美麗さま（訓子府）・森下幸乃助さま（訓子府） 　答えが解った人は、別紙の応募用紙

に答え（番号）と広報誌へのご意見・
ご感想を記入してFAXでご応募下さい。
　抽選で10名の方に、ＪＡきたみらいの
「玉葱の塩だれ」と「芳醇玉葱醤油」を
プレゼント致します。

　　　近、マスクが売り切れですので、牛舎で使って

　　　汚れたマスク、今までは捨てていましたが、

洗って使っています。

　新型コロナウイルスの影響でマスクは品不足のよう

ですね。予防のためにもマスクは大事に使いましょう！

（留辺蘂地区　今部　幸江さん）

最 　　　年も病気もケガもなく、皆で仕事が出来ますよ

　　　うに。

今年もめずらしい野菜に挑戦しようと思います。

　昨年は農作業事故が多い年でした。農作業事故「ゼロ」

運動が始まっています。安全確認を忘れずに！

　どんな野菜に挑戦したのか、収穫できたら教えてください！

（訓子府地区　諸橋　陽子さん）

今

　　　弟３人で協力しながら考えました。ひな人形を

　　　飾って、もうこんな季節かと、時の流れのはや

さを実感しています。

　まちがいさがし、どうだったでしょうか？楽しんでいた

だけたら、嬉しいです。

　今年は東京オリンピックの年になりました。時代が流れ

るのははやいですね。

（訓子府地区　濱野　由子さん）

兄 今
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

・雪がまったく降らなかった正月から一変して、冬らしい景色となって
　きたきたみらい管内では、玉葱の播種作業が終盤を迎えている頃かと
　思います。
・その一方、世界各国で猛威を振るっている新型コロナウイルスが日本
　各地でも広がりをみせており、感染を防ぐには「手洗い」「うがい」
　「消毒」が重要となります。農作業の始まりは1年でも大事な時期にな
　り、１年の出来を大きく左右します。予防をしっかり行い、令和２年
　も素晴らしい出来秋を迎えましょう。　　　　  　　　  （大石　友和）

（令和２年２月13日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,638人

6,252人

955戸

111,537百万円

10,558百万円

4,813百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

サワラとハクサイのサッと煮エビと春野菜のフリッター

❶鍋に合わせだしを入れて沸かし、ハクサ

イ、切ったスルメイカ、ショウガを入れ、

中火で5分ほど煮る。

❷塩をして1時間ほど置いたサワラ、ヒラ

タケ、スナップエンドウを鍋に加え、5

分ほど煮る。

❸鍋の火を消し30分程度味を含ませ、ハ

クサイは半分程度に切り、他の食材と器

に盛る。再び鍋を火にかけ、残っている

だしを熱くする。だしを掛けて出来上が

り。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（2人分）◆

❶フリッター粉とソースの材料をそれぞれよ
く混ぜ合わせておく。
❷エビ、半分に切ったフキのとう、タラの芽

をフリッター粉にくぐらせ、180度に熱した
サラダ油で2～3分揚げる。
❸皿に土台としてオニオンスライスを置き、

②を盛り付け、ミニトマトをあしらい、容
器に入れたソースを添えて出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

炭酸水の代わりにビールを使ってもＯＫ。
冷めてもカリカリとなる。

◆ 材料（2人分）◆
……………2尾

……1本
………2本

…適宜
……2個

………適宜

エビ
フキのとう
タラの芽
オニオン
　　スライス
ミニトマト
サラダ油

　　
………大さじ2

…………小さじ1
…小さじ1/2

 
………3/4カップ
………3/4カップ

ソース
　マヨネーズ
　レモン汁
　粉さんしょう
フリッター粉
　小麦粉
　炭酸水

…2切れ（30g）

…1/8個

………適宜

……1/4パック

…2個

……2枚

サワラ

ハクサイ（芯の部分）

スルメイカ

ヒラタケ

スナップエンドウ

ショウガ薄切り

　　

………3カップ

……………大さじ2

…………………大さじ2

……大さじ1

………………小さじ1/2

合わせだし

　かつおだし

　みりん

　酒

　薄口しょうゆ

　塩

アドバイス




